
（４）老朽化対策取り組み事例の紹介

資料④
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関東地方整備局での取り組み

概 要

成 果 課 題

関東地方整備局では、平成２８年度から
一部の橋梁について職員自らが行う直営
点検・診断を試行している。

対 象 橋 梁：構造形式が単純な橋梁
参加予定職員数： １０名/橋

（講習会も兼ねている）
H２８ 実 施 数：１２橋（予定）

○職員の技術力向上

○軽微な損傷対応の迅速化

○過年度点検の不備の発見

○小規模橋梁でも時間を要するため、
効率化に向けた検討。

○点検職員の確保

○技術の伝承体制の構築
(職員の異動に伴う対応）

座学＋点検＋診断検討をセットで実施

座学 診断検討

点検 点検

資料④－１
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老朽化対策取り組み事例の紹介

２６年度から法令点検開始、各都県メンテナンス会議発足、点検３年目

課題 予算、体制、技術、国民の理解・協働

各地でインフラメンテナンスを進める取り組みを実施
１．技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会）
２．コスト縮減、創意工夫（直営点検、技術開発など）
３．メンテナンスの必要性を伝える活動（学習会、講演会、地域一体型、
パネル展）

４．多様主体との連携（大学、市民・OBなど）

取り組み事例を共有
各道路メンテナンス会議構成メンバーによる積極的な取り組みの展開を期待

資料④－２
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各地でインフラメンテナンスを進める取り組み（関東甲信地方）
※平成28年度第1回道路メンテナンス会議資料までを整理

○平成２６年度から道路施設の老朽化対策が本格実施されたことを受け、国・地方公共団体が実施
している取り組みの好事例を紹介する。

資料④－２

2

取り組み一覧（予定を含む）
　項　目 　取り組み内容 　実施主体 　備　考

１．技術力向上、点検促進の取り組み
（研修・講習会）

○道路構造物管理実務者研修
○メンテナンス会議が主催する技術講習会
○支承講習会
○トンネル点検講習会

関東地方整備局
１都８県
埼玉県
茨城県

 P.3参照

２．コスト縮減、創意工夫
（直営点検、技術開発など）

○直営点検 （p.4に記載）  P.4、5参照

○橋梁合同点検 千葉県：８市町村  p.6参照

３．メンテナンスの必要性を伝える活動
（学習会、講演会、地域一体型、パネル展）

○橋梁点検学習会 茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、長野県

 p.7、8参照

○地域一体型 東京都  p.9参照

○パネル展 １都８県  p.10参照

４．多様主体との連携（市民） ○市民との協働 千葉市  p.11参照

（参考）

１．技術力向上、点検促進の取り組み
（研修・講習会）

○地元技術者の技術力向上 福井県  P.12参照

４．多様主体との連携
（大学、市民・OBなど）

○大学との連携 新潟県、福井県、岐阜県、
山口県、愛媛県、長崎県

 p.13参照

○市民、ＯＢとの協働 福島県、岐阜県、長崎県、
静岡県、兵庫県

 p.14、15参照
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１．技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会）

○各道路メンテナンス会議（１都８県）では、技術講習会を開催し技術力の向上を図っている。
○橋梁だけではなく、ニーズに合わせた構造物及び構造の講習会も実施。
埼玉では支承講習会、茨城ではトンネル点検講習会を開催。

支承講習会
（埼玉県道路メンテナンス会議）

市町村職員を対象とした技術講習会
○道路橋の支承について、一般社団法人日本支承協会の方を講師に招き、支承の基礎知識や模型に

よる支承構造の説明、支承の維持管理等について講義

トンネル点検講習会
（茨城県道路メンテナンス会議）

技術講習会（１都８県）

資料④－２

○自治体職員の道路橋点検技術力向上を目的に「座学・現地点検実習」の２部構成で開催。
○第１部の座学では、国の職員が講師となり点検に必要な基礎知識（法制度、橋梁構造の基本、損傷の

種類等）を学び、第２部の現地点検実習では、橋梁の損傷状況について、高所作業車を利用した近接
目視点検やコンクリートの浮きを調べる打音検査、電磁波レーダーを用いた鉄筋探査等を経験。

3<打音検査> <近接目視点検>

<実施状況（座学）>

茨城県道路メンテナンス会議
常陸河川国道事務所 道路管理第二課
TEL：029 -240-4061（代）
茨城県土木部道路維持課 TEL：029-301-4459

埼玉県道路メンテナンス会議
大宮国道事務所 管理第二課
TEL：048-669-1200 （代）
埼玉県県土整備部道路政策課 TEL：048-830-5015

外部講師： 土木研究所 道路技術研究グループ トンネルチーム上席研究員、主任研究員
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○「直営点検」を関東管内１県、１３４市町村で実施している（平成27年度末まで）。

平成27年度までの直営点検の取り組み状況

資料④－２

4

２．コスト縮減、創意工夫（直営点検）
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長野県 千葉県 埼玉県 栃木県 東京都 群馬県 神奈川県 茨城県 山梨県

地公体数 実施地公体数

直営点検の取り組み実績

都県名 地方公共団体名

長野県
長野県
長野県全市町村（１９市２３町３５村）

千葉県

野田市、鎌ケ谷市、佐倉市、印西市、白井市、酒々井市、
栄町、富里市、銚子市、東金市、山武市、大網白里市、
一宮町、長南町、いすみ市、南房総市、鋸南町、君津市、
富津市、市原市（１６市４町）

埼玉県

川越市、熊谷市、川口市、東松山市、上尾市、越谷市、
朝霞市、桶川市、八潮市、坂戸市、小川町、吉見町、
ときがわ町、皆野町、東秩父村、美里町、松伏町
（１０市６町１村）

栃木県
宇都宮市、栃木市、鹿沼市、下野市、上三川町、芳賀町、
日光市、益子町（５市３町）
(塩谷町;H28より実施予定、市貝町；H29より実施予定)

東京都
豊島区、板橋区、八王子市、小平市、あきる野市、八丈町
（３市２区１町）

群馬県 桐生市、沼田市、板倉町（２市１町）

神奈川県 小田原市、愛川町（１市１町）

茨城県
那珂市（１市）
(守谷市;H29より実施予定)

山梨県 なし

※一部橋梁で実施している地公体を含む。
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２．コスト縮減、創意工夫（直営点検）

○小田原市で実施している直営点検の事例。

資料④－２

直営点検の取り組み事例（小田原市）

H28第１回神奈川県道路メンテナンス会議資料より
小田原市建設部道水路整備課 TEL0465-33-1645 5（勉強会の外部講師： 東京大学大学院 特任研究員）
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２．コスト縮減、創意工夫（直営点検、橋梁合同点検）

○千葉県で実施している橋梁合同点検の事例。

資料④－２

直轄職員と地公体職員による橋梁合同点検の実施（千葉県）

6

◎橋梁合同点検の実施
市町村の道路管理実務者の技術力向上を目的として、平成２８年度以降に橋梁点検を実施予定の８市町村において橋梁点検実習を実施

【日 時】 平成28年2月3日（水）～5日（金）

【点検橋梁数】 ８橋 （橋長15m未満の小規模な橋梁）

【対象市町村】 ８市町村 （野田市、鎌ケ谷市、栄町、富里市、山武市、大網白里市、長生村、御宿町）

【参加人数】 2月3日（水）…千葉国道2名、県2名、野田市、鎌ケ谷市
2月4日（木）…千葉国道2名、県3名、栄町、富里市、山武市
2月5日（金）…千葉国道2名、県3名、大網白里市、長生村、御宿町

【研修講師】 千葉国道事務所：副所長、道路構造保全官（2名）、 千葉県 ：道路整備課

【実習概要】 近接目視による橋梁点検を実施し、健全性の診断を行った

H28第１回千葉県道路メンテナンス会議資料より
千葉国道事務所 管理第二課 TEL 043-287-0315
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３．メンテナンスの必要性を伝える活動（橋梁点検学習会）

○橋梁等の維持修繕の大切さを現地点検学習会などを開催し理解・協働を図る。

夏休みをねらい、親子学習会を実施。県内外から多数の応募。

資料④－２

■小中学生の主な感想
○橋に健康診断、修理が必要だということを初めて知りました。
○普段は通るだけでも、実はひび割れたり、欠けたりしてしまい、放っておくと大変な事になってしまうので、そう
ならないように点検が必要だと思いました。

■保護者様の主な感想
○人の手・目による地道な確認作業が基本となって、様々な機械が使われている ことが良く分かりました。安全
は最終的に人そのものが対応しないと大きな事故に繋がる危険性も分かりました。縁の下の力持ちはいたると
ころにいて、その おかげで 安心に生活できるのですね。
○子供より自分が楽しんで参加させて頂きました。メンテナンスがあるから日常の安全が保持出来るということ
を子供、大人も改めて認識する必要があると強く感 じました。
○小学生に分かりやすく、いろいろな質問な丁寧に答えて頂き、子供の良い勉強になりました。

7
埼玉県道路メンテナンス会議
大宮国道事務所 管理第二課 TEL048-669-1200（代）

埼玉新聞 H28.8.24
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３．メンテナンスの必要性を伝える活動（橋梁点検学習会）

○土木を専攻している大学生を対象とした橋梁点検学習会を開催。
○将来の土木技術者に高度な実務を体験してもらうことにより、メンテナンスの
重要性を理解してもらう。

～大学生を対象とした橋梁点検学習会の開催～

土木を専攻している学生を対象に、道路インフラの老朽化の
現状や対策の必要性、維持・管理の大切さに気づいてもらう
ため、橋梁点検講習や実際の橋梁で点検作業が体験できる
橋梁点検学習会を開催

○日時：平成28年9月20日(火) 13時40分～16時30分
○対象：前橋工科大学の学生(約20名)
○内容：
(1)点検実習
((株)ネクスコ東日本エンジニアリング(高崎市矢中町21-2))
点検に必要な知識を習得するための講習及び実習

(2)現場実習
(上佐野高架橋(国道17号(高崎市上佐野町))
直接現地で点検作業を体験する現場点検学習

群馬県の他に、茨城県、栃木県、長野県、千葉県（高専）で実績あり

群馬建設新聞 H28.9.24

橋梁点検学習会後のアンケート結果
・授業やインターシップで学んだ内容を実際に目にして理解を
深める事が出来た。
・打音検査や磁粉探傷試験等の実際の点検が印象に残った。
・定期点検がいかに大事かということを改めて思い知った。
・ドローンなどの無人機やタブレット端末を有効利用出来ないか。
・老朽化を予測して、早めの措置を実施するのが良いと思う。
・点検・措置の技術、知識を学んでいきたいと思った。
等の意見がみられた。

資料④－２

8

群馬県道路メンテナンス会議
茨城県道路メンテナンス会議
栃木県道路メンテナンス会議
千葉県道路メンテナンス会議
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３．メンテナンスの必要性を伝える活動(地域一体型）

○地域から親しまれている橋梁等を用いて、地域一体となった取り組みを
開催し、長く大事に使うことの大切さを伝える。

資料④－２

9

東京国道事務所 管理第一課 TEL：03-3512-9090（代）

国道1号 日本橋（東京都）の事例 国道4号 千住大橋（東京都）の事例
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３．メンテナンスの必要性を伝える活動（パネル展）

○パネル展示は、多様・多数の国民向けの効果的な広報
○多様な公共施設へ展開を拡大し、老朽化対策についての理解を促進
○今後は地域や身近なインフラに関する情報を地域に伝えること重要

資料④－２

＜ショッピングモール＞

＜駅＞＜市役所＞

10
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４．多様主体との連携

○国民と協働する仕組みを構築することで、道路施設の状況を把握し重大被害を未然に
防ぎ、予防保全を推進している。

市民がスマートフォン等を通じて、地域の課題に関する状況をレポート
することで、市民と行政、市民と市民の間で課題を共有し、合理的、効
率的に解決できる。

資料④－２

ちば市民協働レポート（ちばレポ）運用事務局
千葉市市民局市民自治推進部広報広聴課内 TEL043-245-5294

11
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１．技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会）

○橋梁点検だけではなく、ニーズに合わせた構造物の補修に関する講習会も実施。

道路メンテナンス研修（福井県道路メンテナンス会議）

資料④－２

○道路インフラの長寿命化を進めていく上で重要な点検技術の向上や補修技術の継承に向けた取組
○道路施設の点検や補修に特化した研修を実施
○外部講師（学識経験者や専門協会）を招いて専門的な研修を実施
○市町が必要とする研修を実施

12

福井県道路メンテナンス会議
福井河川国道事務所道路管理課 TEL：0776-35-2661
福井県土木部道路保全課 TEL：0776-20-0476

参考
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４．多様主体との連携①

社会資本の老朽化対策情報ポータルサイト
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/other/goodpractice.html

○大学と連携し、座学・演習・現場実習の集中的な履修により「インフラメンテナンス
技術者」を養成

資料④－２参考

13
社会資本の老朽化対策情報ポータルサイト
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/other/goodpractice.html

長岡技術科学大学
インフラ再生技術者育成新潟地域協議会
TEL:0258-47-1611
http://cds.nagaokaut.ac.jp/me/index.html

愛媛大学
社会連携支援部社会連携課
社会連携拠点チーム
TEL:089-927-8974
http://cdmir.jp/lectureship/

長崎大学インフラ長寿命化センター
道守養成ユニット

TEL 095-819-2880
https://michimori.net/lesson.html

山口大学
社会基盤メンテナンスエキスパート(ME山口)事務局
社会建設工学科 TEL 0836-85-9300
http://me.civil.yamaguchi-u.ac.jp/index.html

舞鶴高専
社会基盤メンテナンス教育センター(iMec)
TEL 0773-62-8877
http://www.maizuru-ct.ac.jp/
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４．多様主体との連携②

H28第１回福島県メンテナンス会議資料

○国民と協働する仕組みを構築することで、道路施設の状況を把握し重大被害を未然に
防ぎ、予防保全を推進している。

技術に関して知識のある市民が、定期的に橋梁を目視点検している。

排水施設の不具合等を早期に発見することで劣化原因を除去でき、予防
保全及び維持管理費を抑えることにつながっている

資料④－２参考

福島県橋梁点検サポーター事業
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41330a/kyouryoutenken.html

14
福島県県南建設事務所企画管理部管理課 TEL：0248-23-1526
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４．多様主体との連携③

○技術職OBを活用して、技術の継承とインフラ異常に関する速やかな情報収集を図る。

静岡県道路メンテナンス会議
静岡国道事務所総括保全対策官 TEL：054-250-8908
静岡県交通基盤部道路局道路整備課 TEL：054-221-3018

資料④－２参考

社会資本の老朽化対策情報ポータルサイト
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/other/goodpractice.html

静岡県道路メンテナンス会議

15

長崎大学インフラ長寿命化センター 道守養成ユニット TEL 095-819-2880
https://michimori.net/lesson.html

岐阜県メンテナンスサポーター 社会基盤メンテナンスサポーター
県土整備部 道路維持課 TEL：路政係058-272-8572、維持管理係058-272-8535 ,

安全防災係058-272-8576、市町村道係058-272-8556
http://www.pref.gifu.lg.jp/shakai-kiban/doro/doro-iji/11657/index_7741.html

ひょうご橋守隊：(公財)兵庫県まちづくり技術センター TEL：078-367-1230（代表）
https://www.hyogo-ctc.or.jp/index.php

建通新聞H26.10.29

静岡新聞 H27.3.19
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秦野市での取り組み （技術力向上）

概 要

成 果

課 題

秦野市独自で土木技術職員向け、実橋
梁での点検講習を含む技術勉強会を開
催しました。

＜H27年度＞
道路インフラの現状の報告、老朽化への対
応のあり方について、横浜国道事務所等に
よる講演や、点検時の判定や対策に悩んだ
症例についての意見交換を実施しました。

○職員の技術力向上

○担当職員以外にも構造物の老朽化
対応技術を習得し、今後の維持管理体
制づくりに寄与

○講師の確保が困難 など

資料④－３
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概 要

成 果 課 題

愛川町では、一部の橋梁について職員自
らが行う直営点検を導入している。

対 象橋 梁： 橋長５m以下の橋梁
（６９橋/１４２橋）

点検職員数： ２名
H２７実施数： １２橋

○職員の知識の向上

○点検実施率の向上

○外部発注より約２２００万円コスト減
（６９橋）

など

○現地点検後に作成する「点検調書」
等の書類整理に多く時間を要する。

○診断結果に不安が残るものがある。

○職員の異動による技術の伝承体制

など

愛川町での取り組み （技術力向上） 資料④－３
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首都高速での取り組み （広報、担い手育成）

概 要

成 果

課 題

首都高安全月間を設けて、①首都高
ウォッチング、②点検・補修デモンスト
レーション等を実施

○橋梁の維持管理の必要性に対する
理解向上

○学生への保全技術のＰＲを通じて、
メンテナンス市場の魅力向上 など

○会社関係者以外のモニターや学生
など一般の方の参加協力の拡大 など

資料④－３

グループ社員
の他、モニター
や学生、NPOな
どにも参加して
いただき、高架
下点検を実施

様々な点検
機器及び補修
技術の紹介や
高所作業車を
用いた実橋の
点検作業等の
保全技術を学
生等にＰＲ

①首都高ウォッチング

②点検・補修デモンストレーション
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公益財団法人神奈川県都市整備技術センターでの取り組み（新技術）

概 要

成 果

課 題

○道路施設維持管理共同システムを活
用することで最適な修繕年次計画の立
案が可能となり、「予防保全型維持管理」
の導入促進
○道路施設のライフサイクルコストの縮
減が可能
○市町村共同利用方式で運用すること
で、システム管理などに係る市町村職員
の負担低減

○システム運用費用の財源確保
○修繕費用算出の精度向上 など

資料④－３

道路施設（橋
梁、道路トンネ
ル、道路附属
物、道路構造
物などのメンテ
サイクル

点検結果の
入力により、予
算額内で最適
な年次修繕計
画の立案

①メンテナンスサイクル

②年次計画

平成２８年度から道路施設管理のメンテナ

ンスサイクルを実現する「道路施設維持管
理共同システム」を市町村共同利用方式で
運用開始
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